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(百万円未満切捨て)
１．平成27年３月期第１四半期の連結業績（平成26年４月１日～平成26年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)
　

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年３月期第１四半期 9,658 △2.5 446 △16.3 400 △21.4 323 △39.8

26年３月期第１四半期 9,901 △0.4 533 △5.4 509 10.1 537 88.8

(注) 包括利益 27年３月期第１四半期 527 百万円 (△2.0％) 26年３月期第１四半期 538 百万円 (2,047.5％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

27年３月期第１四半期 5.34 ―

26年３月期第１四半期 8.86 ―
　

（２）連結財政状態
　

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

27年３月期第１四半期 92,212 36,205 38.4

26年３月期 93,537 35,898 37.5

(参考) 自己資本 27年３月期第１四半期 35,412 百万円 26年３月期 35,114 百万円
　

２．配当の状況
　

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年３月期 ― 0.00 ― 3.50 3.50

27年３月期 ―

27年３月期(予想) 0.00 ― 3.50 3.50
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　

３．平成27年３月期の連結業績予想（平成26年４月１日～平成27年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 27,940 39.1 600 △24.0 460 △31.2 340 △54.2 5.60

通期 47,290 19.1 380 △54.4 100 △83.3 770 △46.4 12.69
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

　 新規 ―社 (社名) 、除外 ―社 (社名)

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
　

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 27年３月期１Ｑ 60,891,000株 26年３月期 60,891,000株

② 期末自己株式数 27年３月期１Ｑ 230,372株 26年３月期 230,372株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年３月期１Ｑ 60,660,628株 26年３月期１Ｑ 60,662,392株

　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前

提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「（３）連結業績予想など

の将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の各種経済政策や金融緩和を背景に、企業業績や雇用環

境が改善するなど、景気は穏やかな回復基調にありますが、一方で物価上昇や消費税率引上げに伴う需要の反動減

による個人消費への影響が懸念されるなど、先行きは不透明な状況にあります。

　このような状況のもと、当社グループにおきましては、旅客輸送における設備の修繕をはじめとする安全確保の

より一層の強化や、顧客へのサービス向上を図り、各事業とも積極的な営業活動を展開し、収益の確保に努めまし

た。

　また、平成24年７月に着工し、現在まで順調に工事が進捗している大規模不動産開発プロジェクト「石内東地区

開発事業」については、引き続き造成工事を安全かつ堅実に施工できるよう工程管理を行うほか、広島大学跡地の

活用策「ひろしま『知の拠点』プロジェクト」や、八丁堀地区における再開発事業「（仮称）広島八丁堀プロジェク

ト」といった新規事業も推進し、活力ある街づくりに尽力してまいります。

　さらに、広島市が事業主体である電車の広島駅前通り線の整備や、広島県と廿日市市が事業主体である宮島口整

備事業といった事業についても、関係機関と協力しながら推進してまいります。

　当第１四半期連結累計期間の営業収益は、レジャー・サービス業が増収になったものの、運輸業、流通業、不動

産業および建設業が減収となり、前第１四半期連結累計期間と比較して2.5％、243百万円減少し、9,658百万円とな

りました。利益につきましては、宮島への来島者数の減少や、消費税率引上げの影響などにより営業利益は、前第

１四半期連結累計期間と比較して16.3％、86百万円減少し、446百万円となり、経常利益は、前第１四半期連結累計

期間と比較して21.4％、108百万円減少し、400百万円となり、四半期純利益は、前第１四半期連結累計期間と比較

して、39.8％、213百万円減少し、323百万円となりました。

　各セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

① (運輸業)

　運輸業におきましては、鉄軌道事業では、「ひろしま菓子博2013」の反動により、減収となりました。

　自動車事業では、平成25年４月１日から中国横断自動車道・尾道松江線へ運行ルートを変更した高速バス広島松

江線が引き続き順調に推移したものの、「ひろしま菓子博2013」の反動や呉市エリアのバス路線一部縮小再編に伴

い、減収となりました。海上運送業および索道業では、宮島への来島者数の減少により、海上運送業では減収にな

ったものの、索道業においては営業活動の強化を図り、増収となりました。航空運送代理業では、ほぼ横ばいの収

益となりました。

　この結果、当第１四半期連結累計期間における営業収益は、前第１四半期連結累計期間と比較して1.4％、74百万

円減少して5,479百万円となり、営業利益は、前第１四半期連結累計期間225百万円に対し、39.1％、88百万円減少

し、137百万円となりました。

② (流通業)

　流通業におきましては、マダムジョイ店舗では消費税率引上げの影響もあり、一人当たり買上点数や客単価が下

がったほか、近隣のスーパーとの競争激化や、テナント撤収の影響もあり、減収となりました。

　また、宮島口もみじ本陣においては、団体ツアー客の減少により減収となりました。サービスエリアにおいては、

近隣サービスエリアにおける改修工事が終了したことや高速道路の平日割引縮小の影響により、減収となりました。

　この結果、当第１四半期連結累計期間における営業収益は、前第１四半期連結累計期間と比較して4.2％、116百

万円減少し、2,662百万円となり、前第１四半期連結累計期間の営業利益22百万円に対し、32百万円の営業損失とな

りました。

③ (不動産業)

　不動産業におきましては、不動産賃貸業では、賃料収入により増収となりましたが、不動産販売業では販売物件

の減少により、減収となりました。

　この結果、当第１四半期連結累計期間における営業収益は、前第１四半期連結累計期間と比較して2.6％、20百万

円減少し、758百万円となりましたが、営業費用の減少により、営業利益は、前第１四半期連結累計期間204百万円
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に対し、47.4％、96百万円増加し、300百万円となりました。

④ (建設業)

　建設業におきましては、官公庁関連の工事が減少したことなどにより、減収となりました。

　この結果、当第１四半期連結累計期間における営業収益は、前第１四半期連結累計期間と比較して1.6％、14百万

円減少し、908百万円となり、前第１四半期連結累計期間の営業利益39百万円に対し、７百万円の営業損失となりま

した。

⑤ (レジャー・サービス業)

　レジャー・サービス業におきましては、ホテル業では、団体旅行や外国人旅行客が増加し、宿泊部門は増収とな

りましたが、宴会部門は婚礼件数の減少やレストラン・バーの利用が減少し、減収となりました。ゴルフ業では、

競技会や謝恩特別デーの開催など積極的な営業活動で来場者が大幅に増加し、増収となりました。ボウリング業で

は、健康ボウリング教室を精力的に開催したものの、一般客が減少し、減収となりました。ゴルフ練習場において

は、ゴルフ練習場における打席とゴルフ用品販売の相乗効果を期待し、新たにゴルフ用品の販売事業を開始したこ

とにより、増収となりました。

　この結果、当第１四半期連結累計期間における営業収益は、前第１四半期連結累計期間と比較して0.5％、2百万

円増加し、497百万円となり、営業利益は、前第１四半期連結累計期間43百万円に対し、8.7％、3百万円増加し、46

百万円となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末の財政状態は、総資産は、「現金及び預金」の減少382百万円、工事負担金等の未収

金回収による流動資産「その他」の減少681百万円、主として減価償却による有形・無形固定資産の減少510百万円

などにより、前連結会計年度末と比較して1,324百万円の減少となりました。負債は、社債を含めた有利子負債の減

少238百万円のほか、前連結会計年度に行った設備投資に係る支払いによる「未払金」の減少1,826百万円などによ

り、前連結会計年度末と比較して1,631百万円の減少となりました。純資産は、四半期純利益の計上のほか、所有す

る上場株式の時価上昇による「その他有価証券評価差額金」の増加により、前連結会計年度末と比較して307百万円

の増加となり、自己資本比率は0.9ポイント上昇の38.4%となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

現時点において、第２四半期連結累計期間及び通期の連結業績予想につきましては、前期決算発表時（平成26年

５月12日）の予想を変更しておりません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　 該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　 (税金費用の計算)

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純

利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　 会計方針の変更

　（退職給付に関する会計基準等の適用）

　「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給

付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めにつ

いて当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、割引率決定の基礎

となる債券の期間について従業員の平均残存勤務期間に近似した年数とする方法から、退職給付の支払見込期間

及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法に変更しております。

　これに伴う当第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金及び当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利

益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,069 5,687

受取手形及び売掛金 1,822 1,708

販売土地及び建物 8,756 8,759

未成工事支出金 903 1,040

商品及び製品 138 163

原材料及び貯蔵品 423 447

その他 2,670 1,988

貸倒引当金 △8 △11

流動資産合計 20,775 19,783

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 17,216 17,010

機械装置及び運搬具（純額） 4,891 4,584

土地 43,093 43,094

建設仮勘定 - 10

その他（純額） 1,075 1,075

有形固定資産合計 66,276 65,776

無形固定資産

借地権 45 45

その他 159 149

無形固定資産合計 204 194

投資その他の資産

投資有価証券 3,795 4,048

長期貸付金 14 14

退職給付に係る資産 1,621 1,556

その他 912 902

貸倒引当金 △63 △63

投資その他の資産合計 6,280 6,458

固定資産合計 72,762 72,429

資産合計 93,537 92,212
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,545 1,354

短期借入金 13,927 13,564

1年内償還予定の社債 488 488

未払金 2,665 838

未払法人税等 452 287

未払消費税等 217 385

未払費用 782 903

預り金 1,264 1,168

賞与引当金 1,092 1,730

役員賞与引当金 17 16

その他 3,395 3,386

流動負債合計 25,847 24,125

固定負債

社債 796 796

長期借入金 12,099 12,223

再評価に係る繰延税金負債 11,623 11,623

退職給付に係る負債 1,275 1,278

その他 5,996 5,959

固定負債合計 31,791 31,881

負債合計 57,638 56,007

純資産の部

株主資本

資本金 2,335 2,335

資本剰余金 1,972 1,972

利益剰余金 8,485 8,596

自己株式 △91 △91

株主資本合計 12,702 12,813

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,051 1,223

土地再評価差額金 20,920 20,920

退職給付に係る調整累計額 440 455

その他の包括利益累計額合計 22,411 22,598

少数株主持分 784 793

純資産合計 35,898 36,205

負債純資産合計 93,537 92,212
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

営業収益 9,901 9,658

営業費

運輸業等営業費及び売上原価 7,447 7,323

販売費及び一般管理費 1,921 1,888

営業費合計 9,368 9,212

営業利益 533 446

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 51 60

受託工事収入 50 -

その他 26 22

営業外収益合計 129 82

営業外費用

支払利息 89 89

持分法による投資損失 8 14

受託工事費用 50 -

その他 5 24

営業外費用合計 153 128

経常利益 509 400

特別利益

工事負担金等受入額 280 215

その他 28 7

特別利益合計 308 223

特別損失

固定資産売却損 0 -

固定資産除却損 0 0

固定資産圧縮損 109 16

減損損失 21 1

移転補償金 - 2

特別損失合計 131 21

税金等調整前四半期純利益 686 602

法人税等 130 262

少数株主損益調整前四半期純利益 556 340

少数株主利益 19 16

四半期純利益 537 323
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 556 340

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △18 172

退職給付に係る調整額 - 13

持分法適用会社に対する持分相当額 0 0

その他の包括利益合計 △18 186

四半期包括利益 538 527

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 519 509

少数株主に係る四半期包括利益 19 17
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日)

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

区分 運輸業 流通業 不動産業 建設業
レジャー・
サービス業

合計
調整額
（注）１

四半期連結損
益計算書計上
額（注）２

営業収益

外部顧客への営業収益 5,552 2,473 654 730 491 9,901 ― 9,901

セグメント間の内部営業

　収益又は振替高
2 305 124 192 3 628 △628 ―

計 5,554 2,778 778 923 494 10,530 △628 9,901

セグメント利益 225 22 204 39 43 534 △1 533

(注) １ セグメント利益の調整額△1百万円は、セグメント間取引消去であります。
２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

重要なものがないため記載しておりません。

　
Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

区分 運輸業 流通業 不動産業 建設業
レジャー・
サービス業

合計
調整額
（注）１

四半期連結損
益計算書計上
額（注）２

営業収益

外部顧客への営業収益 5,477 2,325 627 733 493 9,658 ― 9,658

セグメント間の内部営業

　収益又は振替高
1 337 131 175 4 649 △649 ―

計 5,479 2,662 758 908 497 10,307 △649 9,658

セグメント利益又は損失(△) 137 △32 300 △7 46 444 1 446

(注) １ セグメント利益又は損失の調整額1百万円は、セグメント間取引消去であります。
２ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

重要なものがないため記載しておりません。
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